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上林茂暢教授近影



上林茂暢教授の定年退職に寄せて

社会学部長教授 大 友 信 勝

上林茂暢教授は 1998年4月から 2010年3月まで. 12年間にわたり地域福祉学科において「福祉工

学Jr医学概論」等をご担当され，このほど定年に伴い退職されることになった。本学が社会福祉系新
学科を設置するにあたり，福祉工学や医学概論の専門家を必要とし，その招聴を受け赴任している。

上林教授は東京医科歯科大学・医学部卒業後，当時から今日まで，我が国の地域医療，高齢者医療の

先進的活動を行っている健和会柳原病院・みさと健和病院で臨床医として活躍し，みさと健和病院では

院長をされている。

私は同じ大学・学部の同僚として. また人生の先輩としての上林教授をみていて.教育観に学ぶとこ

ろが多かった。教授会や学科会議での「個性的な社会正義からの発言J.一方で、，学生のゼミナール連

絡協議会，社会学部学会の機関誌にみられる編集企画で学生委員の主体性を引き出し.参加型教育の先

頭に立ち.励ましている姿は学生からの評価も高く尊敬されている。特に，障がいを持っている学生へ

の教育・学生生活支援は特筆されるものがあり，車いす利用学生のパス乗車拒否の問題では，学生の立

場にたった行動に，教育者・専門家がどうあるべきかを映し出していた。

上林教授の研究観にふれた思いがしたのは「龍谷大学福祉フォーラム 2008Jにおける「水俣学に学

ぶ」というテーマの対談である。ゲストスビーカーは水俣学研究センタ一代表・原田正純教授であっ

た。上林教授は事前に相当量の先行業績に目を通し，水俣病や原田教授の著作をもって会場にみえた。

原田教授が「胎児性水俣病jをどのようなフィールドワークの中から仮説をつくり.実証していったの

か。上林教授は自らと共通する研究視点と方法を再確認したのではないかと思っている。なぜ，そのよ

うに感じたのか。原田教授は，胎盤は毒物を透過しないという医学界の通説を，胎児性水俣病によって

塗り替えた。きっかけは，問診を大学病院から子どもたちの生活の場に転換し現場に足を運び，食事

の内容.生活の環境と仕方，魚や海に依存しその影響を受けている患者.その家族の状態を一つ一

つ，点から線，面へとつなぎ合わせ，因果関係を追求し事実の究明を行っている。上林教授の著作，

『先端医療.1 (講談社 1989年)• r日本人の生死観.1 (勤草書房 1993年)等を読むと研究・教育観がよ
くわかる。それは「龍谷大学福祉フォーラム」対談で見受けた印象と重なってくる。

医療技術の進歩に伴う高度医療はいまや生と死をコントロールする可能性を聞くものになっている。

しかし臨床医の視点からみて「キュアに限界がみえると医師の足は遠のく。ケアに関心のある看護師

も現実には処置に追われ 患者は機械につながれ，孤独なまま放っておかれる」と映る。高度医療は生

命維持装置や延命医療に関心を寄せる。重いガン患者であれば「キユアの得失と残されたわずかの時

間」を考え.r患者がどのような生き方を望んでいるかのトータルバランス」で判断する。つまり，尊
厳をもって「最後まで希望を見いだせるように意識的に眼を向け，限られた空間と時間の中で，最大限

社会的に人として生きられるように気を配る」。つまり，これからの医学の在り方は，高度医療の最先

端における研究に，生活の視点を組み込み，医の倫理として，尊厳をもった人間の生き方を確立してい

くべきだと主張する。



医療における診断と患者理解がどうなっているか。医療技術の向上と共に検査至上主義の傾向と問診

軽視の風潮が生まれている。上林教授は問診をどうみているか。問診は診断の情報源であると同時に

患者との人間関係の基礎であり，患者自身の闘病意欲を引き出す機会にもなるとみる。高度医療の現場

では看護業務も医師の代行である診療業務が高度とみなされ，生活面を援助する業務が軽視される風潮

がでている。生命維持・操作の発展が生死観を一つの枠に誘導し，機械』ニつながれ，あるいは障がいの

ない者を生み分ける技術等へ進むことが健全な社会ではない。医学の進歩が人間の生き方を豊かにする

には，患者の立場から「患者がどう生きてきたか。何を大切にして生きてきたか」を理解し共感でき

る感性と想像力を持ち，多様な中での個別的な一人ひとりの生命を守ることであり，社会福祉教育にこ

の思想をつなげる仕事を本学でなさった。上林教授に心からの尊敬と感謝をこめ，ご退職への辞とした

しミ。



龍谷大学社会学部学会会則

(名称，事務所)

制定平成元年4月 1日

一部改正平成10年 6月24日

一部改正平成13年 3月21日

一部改正平成15年 3月12日

一部改正平成18年 9月27日

一部改正平成19年3月13日

第 l条 本会は，龍谷大学社会学部学会と称し事務所を龍谷大学瀬田学舎社会学部内に

置く。

(目的)

第 2条 本会は，社会学，社会福祉学及び隣接諸科学の学術研究を推進することを目的と

する。

(事業)

第3条 本会は，前条の目的を達成するために，次の事業を行う。

(1) 機関誌『龍谷大学社会学部紀要』の発行

(2) 学術講演会，シンポジウム，研究会等の開催

(3) 学生会員の研究支援

(4) その他本会が必要と認める事業

(構成)

第4条 本会は，次の会員をもって組織する。

(1) 普通会員 龍谷大学社会学部に所属する専任の教員及び本会の趣旨に賛同する龍
谷大学の専任教員

(2) 学生会員 龍谷大学社会学部及び龍谷大学大学院社会学研究科の学籍を有する学

生

(3) 賛助会員 前2号以外の者で，本会の趣旨に賛同する個人又は団体

(4) 名誉会員 本会の会員であった者で，龍谷大学の名誉教授である者

(会長及ぴ諸委員)

第5条 本会に以下のように会長及び委員を置く。

(1) 会長 1名

(2) 庶務 2名

(3) 会計委員 2名

(4) r龍谷大学社会学部紀要J委員 4名

(5) r龍谷大学社会学部ジャーナル』委員 4名
(6) 事業委員 4名

(7) 学科委員 各学科 1名

(8) 会計監査委員 2名

2 前項の諸委員を同一人が兼ねることはできない。



(会長及び諸委員の選任と任期)

第6条 会長は，龍谷大学社会学部長をもって充てる。会長に事故ある時は，庶務委員が

共同してその職務を代理する。

2 前条第 l項7号委員を除く同項の各委員は，会長が普通会員の中から委嘱し評議

員会に報告する。 7号委員は学科で選出する。

3 各委員の任期は. 2年とする。ただし再任を妨げない。途中退任の場合，後任者

の任期は，前任者の残任期間とする。ただし 7号委員の任期は学科で定める。

4 前条の(4)(5)(6)の委員は，それぞれ委員会を構成する。各委員会に委員長を置き.各

委員長は，各委員会において互選する。

(会長，各委員会及び委員の職務)

第7条 会長及び各委員会並びに委員は，次の職務を行う。

(1 )会長は，本会の業務を統括し本会を代表する。

(2) 庶務委員は.本会の庶務を処理するとともに，会長を補佐する。

(3) 会計委員は.本会の会計を処理する。

(4) r龍谷大学社会学部紀要』委員会は，同誌の編集発行に関する事務を処理する。
(5) r龍谷大学社会学部ジャーナル』委員会は，同誌の編集発行に関する事務を処理
する。

(6) 事業委員会は. (4)(5)を除く本会の事業を企画，立案，運営する。

(7) 学科委員は，学科を代表して本会と連絡調整を図る。

(8) 会計監査委員は，本会の会計監査を行う。

2 本条第 1項の(4)(5)(6)の委員会は，その事業の企画，立案，運営にあたり，委員会の

判断で普通会員あるいは学生会員に参画を求めることができる。なお，参画に当たり

経費を伴う場合は，あらかじめ常任委員会の承認を得るものとする。

(常任委員会)

第8条 本会の円滑な運営のために常任委員会を置く。

2 常任委員会は，会長.庶務委員及び会計委員のうちから各 1名，並びに第6条4項

の各委員長，及び第 5条 l項7号委員をもって構成する。

3 常任委員会は，会長が招集し議長となって次の事項を処理する。

(1 ) 予算案・決算案の作成

(2) 事業実施の承認

(3) 会員の入会・退会の承認

(4) その他必要な事項の審議

4 常任委員会の議決は，出席者の過半数以上の同意による。

(評議員会)

第9条本会に評議員会を置く。

2 評議員会は，普通会員全員で構成する。

3 評議員会は，会長が招集し，議長となり，本会の予算決算及び必要な事項を審議す

る。

4 評議員会の議決は，出席者の過半数以上の同意による。

(会計)

第10条 本会の経費は，入会金.年会費，龍谷大学からの助成金，事業収入及び寄付金を



もって充てる。

(会計年度)

第11条本会の会計年度は.毎年4月 1日に始まり， 翌年3月31日に終わる。

(入会金)

第12条本会への入会に際しては， 入会金2，000円を納入する。

(年会費)

第13条会員は，年会費4，000円を納入する。

2 賛助会員は，入会時に，入会金とともに年会費4，000円以上を納入する。

3 名誉会員は，入会金及び年会費がともに免除される。

評議員会において出席者の

(改廃)

第14条 この会則の更改は 第9条4項の規定にかかわらず，

3分の2以上の賛同を要する。

この会則は，平成元年4月1日から施行する。

平成 10年6月24日一部改正。同日より施行する。

平成 13年3月21日一部改正。同日より施行する。

平成 15年3月 12日一部改正。平成 15年4月 1日より施行する。

平成 18年9月27日一部改正。平成 19年4月 1日より施行する。

平成 19年3月 13日一部改正。平成 19年4月 1日より施行する。
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『龍奇大学社会学部紀要』規則

平成元年6月14日 制定

第l条 この規則は，龍谷大学社会学部学会会則第 3条に基づく機関誌『龍谷大学社会学

部紀要j(以下. r紀要』とする)の発行について定めるものである。
第2条 『紀要』は，原則として毎年度 2回発行する。

第3条 原稿の募集，編集及び発行は. r龍谷大学社会学部紀要」委員会(以下，委員会
とする)が行う。

2 原稿の掲載は，委員会が決定する。

3 原稿の投稿は，普通会員，賛助会員及び博士課程在学中の学生会員とする。な

お，博士課程在学中の学生会員が投稿する場合，あらかじめ指導教員の指導を受け

なければならない。

4 普通会員を筆頭執筆者として非会員が共同執筆した原稿を掲載するに当たって

は，非会員は当該年度の賛助会員となるものとし入会金及び年会費をあらかじめ

納入するものとする。

第4条 原稿は，論文・研究資料・研究ノート・書評・翻訳等(以下，論文等とする)とする。

第5条 論文等の執筆は 次の要項によるものとする。

(1) 論文等は，未発表のものに限る。

(2) 論文等の分量は原則として以下のようにする。

ア 論文は. 20，000字 (400字詰原稿用紙50枚)以内

イ 研究資料・研究ノートは 12.000字 (400字詰原稿用紙30枚)以内

ウ 書評・翻訳は， 6，000字 (400字詰原稿用紙 15枚)以内

(3) 論文等には，必ず欧文タイトルを添付するものとする。

第6条 掲載論文等について 50部の抜刷を無償で提供する。共同執筆の場合にも同様と

する。ただし，第3条第4項の賛助会員には，各50部を無償で提供する。

2 50部を超える抜刷を希望する執筆者は.超過分の実費を支払う。

第7条 掲載論文等の著作権は執筆者に帰属するが，本学及び国立情報学研究所等が論文

等を電子化により公開するものについては，複製権及び公衆送信権の行使を社会学部

学会に委託するものとする。ただし電子化による公開は執筆者の許諾を得たうえで

行うものとする。

第8条 本規則の改正は 常任委員会の議によるものとする。

第9条 本規則は.平成元年6月14日より実施する。

付則

l 平成 13年4月27日改正

2 平成 15年4月24日改正

3 平成 17年5月 11日改正

4 平成 17年7月 13日改正

5 平成 18年9月27日改正

6 平成 20年 11月25日改正
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執筆者紹介(掲載111頁)

時本義昭(社会学部准教授) 岸 政彦(社会学部講師)

桑原桃音(龍谷大学非常勤講師)

工藤保則(社会学部准教授)

小黒 純(社会学部准教授)

編集後記

。本号は上林先生のご退職と本学部20周年の記念号である。
先生もまた本学部の関係者の方々もいろいろな思いがあるであろ

う。われわれの活動は，人間と社会の理解と問題解決に向けて，合

理的，理論的に自己の考えを社会的に表現する営みであるといえよ

う。木村素衛は彫刻家を例として 主観と客観の対立を止揚しよう

とする一打の撃の行としてその表現活動を説明している。確かに

学問的表現活動はどこかで芸術家の表現活動とつながる面がある。

先輩方の努力を振り返るにつれ，われわれも一打一打，たゆまず努

力を続けてきたいものである。

社会学部紀要

平成22年 3月10日印刷

平成22年3月15日発行

編集者

印刷者
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